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カラマーゾフの兄弟はいかにして創作されたか 

 
カラマーゾフの兄弟はドストエフスキーの集大成であり､だからこそこの作品のイメー

ジは彼の以前の作品と深い関わりを持っている｡ 
女主人（カテリーナとグルーシェニカ）、ステパンチコヴォ村とその住人（フォマーとフョ

ードル、ビダプリャーソフとスメルジャコフ）、分身（イヴァン・カラマーゾフの分身）、

悪霊、白痴（ムイシュキンとアリョーシャ、ナスターシャ・フィリッポブナとグルーシェ

ニカ）､罪と罰（ラスコーリニコフとイヴァン・カラマーゾフ）などである。 
 たくさんの作品の中で貧しさによって虐げられた家族や、家族喧嘩の場面や、善良な、

あるいは邪悪な道化やユロージヴィ（聖痴愚）の姿や、複雑な世代間の関係や、夢想家や、

搾取するものというタイプなどの､社会的混沌の全体的な場面が描かれている｡ 
 ある程度ドストエフスキーは、≪偉大なる罪人の生涯≫の構想を続けていくつもりだっ

た｡とくに、イヴァン・カラマーゾフとラスコーリニコフとの違いに注目するべきだろう｡

反逆者は二つに分かれ、ある程度実行者から分離した理論家となり、義賊のような原型は

ファウストのようなタイプの姿によって押しのけられた｡グルーシェニカはそのイメージ

の中に、ナスターシャ・フィリッポブナのマグダラのマリヤのイメージを持っていたが､そ

の傲慢さはカテリーナ･イワーノブナに近い｡グルーシェンカの中には民族的な色彩や､情

熱の性格などが濃い。 
カラマーゾフの兄弟の中での家族の争いは≪未成年≫（私生児が、父との矛盾した関係

に苦しむ。これは少しだけスメルジャコフと比較できる）とは違っている｡≪悪霊≫とはな

おさら違う（ここでは､反体制の二つの世代の関係が描かれている｡ツルゲーネフの父と子

と比べてみて欲しい）。父と息子の敵対する関係の原型は、異なる軍隊に所属することによ

って描かれている（ゴーゴリのタラスブリーバの中での、父と子の戦争というテーマの中

で）か、あるいはお互いの世代によって権力に対する争いのなかで描かれている｡（愛に対

する血肉の争いも含めて､ドミートリーとフョードルの争いとは違っている｡） 
カラマーゾフの兄弟は、ロシアの混沌の状況をすべてのレベルで描き、そこからの出口

をも描いている。しかし実際は、大変強く予言されているほどはっきりとではないが。 
混沌の最高点は家族の争いと父親殺しの描写の中であらわれる。秩序の中心である教会

は、混沌の反対に位置している。ロシアの世界でないものは（基本的には西洋）、そこでは

ただの必要のない墓である。ロシアかロシアでないかというのは、重要な反対点の一つで

ある。 
もう最初のページには、「高い教育を受けた、首都の外国のヨーロッパ人」で、パリの革

命の記憶を持ち、主にパリで暮らしていて、「教会に対する終わりなき裁判」を持っていて、

聖職者に対して反対である人間があらわれ、そして彼は、からかい好きの、悪い、淫蕩な、

そしてわけのわからない、好色な、ロシアのカオスの代表者であるフョードル・カラマー
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ゾフよりも受けいれられてはいないのである。フョードル・カラマーゾフは上品な修道僧

達をからかい、笑うのだが、しかし彼のもっともいやらしいアネクドートは（自分の顔に

キスをした修道僧の話）ヨーロッパ人であるミウーソフから聞いた話という風になってい

るのである。実際には、フョードルは修道僧をからかうだけだが、ミウーソフは彼らに対

する裁判を持っていて、聖職者と戦うことを自分の名誉だと思っている。フョードル・カ

ラマーゾフは「ロシアは不潔で、ロシアを憎んでいるという風に言うのだけれども」（１４：

１２２） 
また、真の父親殺しであるスメルジャコフは叫んでいる。「私はすべてのロシアを憎んで

いる。」（１４：１２２）裁判での弁護人の発言の中でも、スメルジャコフがロシアを呪っ

ていたことが発言される。彼は移住することを夢見ていたのであり、そのためにフランス

語を学んでいたことが知られるのである。隣人の女性は、彼が、まるで外国人のようだっ

たと言っている。括弧付きで言うのならば、スメルジャコフにもロシア人に似たところが

見いだされる。フョードルも、自分自身について、ロシア人だと言わねばならなかった。 
反対には、架空の父親殺しである、ドミートリーはこう告白している｡「ロシアを愛して

いるんだ｡アリョーシャ、ロシアの神を愛しているんだ｡僕はろくでなしだが。」「アメリカ

を憎んでいる。」そしてアリョーシャは、ドミートリーに同情している｡一方イワンは「ヨ

ーロッパに行きたいよ｡一番高価な墓であるヨーロッパに」と言っている｡ドミートリーは、

グルーシェニカを娶りにやってきた、極端に悪く描かれているポーランド人に対してロシ

アのために飲もうと言っているが、現在の国境を認めなかったために、彼らは断っている｡

ポーランド人は、根っからのロシア人であるドミートリーの反対に位置している｡ロシアと

西洋に対する態度というのは、プラスかマイナスのキャラクターかを決めるリトマス試験

紙のようなものである。偶然にではなく、ロシア美人の特徴は、主要な、ヒロインである

グルーシェニカに与えられている｡フョードルは、ローマ人と比べられており、彼の仕事振

りは西洋で覚えたものである｡ロシアの民衆は神に対する信仰、ロシアの神に対する信仰を

持っており、信仰深い人である｡ゾシマ長老も言っている｡「神を信じないものは、民衆を

信じないものである｡」 
ロシア的性格に対する理解は、民衆性と、神に対する信仰から切り離すことは出来ない｡

これらの 3 つの要素はしっかりと結びつき、何か、肯定的な救いをもたらすような定義づ

けている｡だから、ロシア的か、そうではないかという点と同時に、カラマーゾフの兄弟の

中や、総じてドストエフスキーの作品の中では、神に対する信仰か不信心かが大きな位置

をしめ、魂の救済の可能性や、混沌の克服の可能性を定義づけているのであり、民衆的か

そうでないかも、貴族的なものやインテリ的なものも含めて同様である｡ 
信仰と不信仰は、同様にプラスとマイナスのキャラクターを決定している｡フョードルは、

「彼は決して信心深い人間ではなかった」と言われている。彼が自分の息子達に、神はあ

るかないか聞いた時に、イワンはないと、アリョーシャはあると答えた。もちろん、ミウ

ーソフやラキーチンも神を信じてはいない｡しかしドミートリーは神を信じていたのであ
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り、神を愛していた｡彼は、父親を殺しはしなかったのであり、なぜならそれは「神がその

時見ていたのだから」だ。 
 
 民衆的かそうでないかという対照は、カラマーゾフの兄弟の中では、ドストエフスキー

の他の作品と比べてそれほどはっきりと描かれてはいないが、しかしそう感じられること

である。ミウーソフの本当ではない貴族主義や、カテリーナ・イワーノブナの貴族主義的

な傲慢さと比べた場合の、グルーシェンカの民衆的、共和的な特徴や、ゾシマのところで

のホフラコーバと民衆の請願者との対照などである。 
 フョードル・カラマーゾフが堕落した、以前は居候の身であり、悪意のある冗談を言っ

たり、正直ではないビジネスをしたりする傾向があるのに、地主であるのは偶然ではない。

神に対する信仰や、ロシアの民衆との結びつきは、罪人達がいくら罪に堕ちようとも、彼

らの救済の条件であり、源泉である。ゾシマは罪や罪人を恐れないように教えた。神は特

に改心した罪人を愛しているのであり、その中の一人がドミートリー・カラマーゾフであ

り、彼は苦しみ、浄化することを望んでいるのである。神への信仰と民衆への信仰は「サ

ボールナスチ」と（ドストエフスキーはこの言葉を使用していないけれども）、他の人たち

との強い結びつきをもたらした。その反対としては切り離しと個人主義がある。愛によっ

てすべては贖え、すべては救われるとゾシマは教えた。この点からしてみると、早くから

人を愛したアリョーシャと、苦しんでいる童のために心を痛めたドミートリーもいくらか

はイワン・カラマーゾフや、彼の父であるフョードルや、同様にスメルジャコフやラキー

チンやミウーソフとは対照的である。イワンは、まるで人類に対する愛からのように、高

度の調和を、幼児の一粒の涙に値しないとして否定したが、しかしこのことに対して彼は、

自分の隣人を愛したり、罪もないのに他の人のために苦しんだり、人生をその目的より愛

したりする事がどうしたら可能なのか全く理解できなかった。スメルジャコフは同様に、

誰も愛したりはせず、人嫌いだった。それだけではなく、彼にはサディズムに似たところ

があった。猫を縛り首にしたりしたのだった（ゾシマの動物に対する感動的な態度と比べ

ていただきたい）。明らかなエゴイストで罪深き人間であるフョードルは信仰の概念をパロ

ディー化し、グルーシェンカが大いに愛したと言った。ミウーソフはあたかも人類を愛し

ているようであったが、これは単に彼が具体的な人間や隣人を誰も愛さなかったというこ

とを証明しているにすぎない。 
 人々に対する愛は人生に対する愛に移らなければならず、地上の生活を天国と感じる生

活に移らなければならない。ゾシマはこう教えている。「生活は天国を持っており、天国は

私たちの誰にでもあるものだ。」ラキーチンについては、彼がエゴイストで彼の心が乾いて

いるということが述べられている。 
 上述の結果、以下の対照のことがあり得るのである。行為的な愛と冷淡さ（人類に対す

る抽象的な愛のあるふりをすること）、個人主義と共同精神、人生愛と、人生愛の欠如、つ

まり世界の調和の否定を含めた理性主義の優先である。人生に対する愛や人生の喜びはカ
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ラマーゾフの兄弟の中で至る所で主張されている。「渇望よ、存在してくれ」とドミートリ

ーは述べている。イワンでさえ、世界の調和を否定しながらも新芽と３０歳までの人生の

喜びに耐えることができないのである。人生に対する愛は、いくらかは喜びや楽しみや笑

いの中に現れている。生きた人生に対する愛は論理より優先していて、そのことについて

アリョーシャは述べているし、ゾシマはヒントを与えていて、すべての理性主義的な算数

と対照的である。人生愛の境界には、ただ好色なカラマーゾフが置かれていて、それは完

全に、悪い形でフョードルに現れている。しかしその要素はドミートリーと言った彼の息

子達にも見られる。ラキーチンはイワンを情欲家と分類している。全体的なカラマーゾフ

の情欲にたいして、部分的にはアリョーシャの童貞と、見せかけの、去勢されたような見

た目の清潔を愛する潔癖性が対照になっている。上に述べられた事は皆、大きな対照であ

る善良か悪かの部分的な現象として現れたものである。 
 バフチンのドストエフスキーに関する本が知られるようになってからポリフォニーが、

ドストエフスキーの創作上の原則として強調されるようになった。このポリフォニーを否

定しないで、私は同時にこう強調したい。それは世界観の仮定が、ポリフォニーにも関わ

らず、はっきりと、うるさいくらいになされているということ、この仮定は簡単に対照の

セットとして置かれているという事。この対照のセットは、イメージのシステムの構築に

用いられているということである。しかし、ここからは、登場人物たちが肯定と否定には

っきりと分かれていると結論することは出来ないであろう。このようなはっきりとした分

割は、魂の弁証法を書いたドストエフスキーの目的とは一致しない。ただ脇役だけがぶれ

ない性質を持っているのである。しかしイワンは極端にではないが、自分の不信仰を強調

している。この不信仰は彼の世界観の基盤となってはいる。けれども彼は教会裁判に関す

る論文を書いた時、完全にはふざけてはいなかったし、自分の世界に対する態度で、明ら

かなイメージを変えなかったけれども、ついには彼には良心が目覚めたのであるが。イワ

ンは神の世界は否定したけれども青年の人生愛を持っていた。無神論者のスメルジャコフ

もやはり信仰によって山を動かすことの出来る何人かの人々の存在を認めていた。反対に

決定的に彼らの反対に置かれた堅く信仰をしているアリョーシャとミーチャ自身もある時、

信仰の疑いを経験した。アリョーシャは、すべての純真さにも関わらず、ある時自分の中

にカラマーゾフ的なものの力を経験している。フョードルが、アリョーシャとの会話の中

で天国を否定し、イワンがその否定の中ですべての理論を構築したということは驚くに当

たらない。しかしゾシマの体から匂いがしたことによって傷ついたアリョーシャの小さな

反抗は、イワンの反抗と一致するのである。そして罪のない少女であるリーザでさえ、何

かの時にヒステリーを覚え、神の調和から目を背けるのである。 
 カラマーゾフの兄弟の中では、登場人物のシステムは、複雑だが、熟慮されたはっきり

とした互いの関係の中に位置する 1 つの対照に始まり、分身まで含めた扇子のように描か

れている。善と悪の戦いは登場人物たちの間で、また登場人物たちの大部分の魂の中で位

置をしめている。先に述べたようにカラマーゾフの兄弟の世界は、いくつかの作者のほか
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の作品と同様にロシアの混沌の世界であり、その克服の道を見つける試みである。カラマ

ーゾフ自身についてアリョーシャはこう言っている。「この地上的なカラマーゾフの力は、

強烈で未開拓なんだ。」未開拓のカラマーゾフの力はただちに混沌を、しかし同時に混沌を

克服する希望を与える地上との結びつきを示している。大地自身は、ある始まりとしても、

ドミートリーやドストエフスキー自身にとってとても大切な民族的土壌としても描かれて

いる。 
 ドストエフスキーが､広く普及している混沌についての紹介に大きな意義を与えたこと

を強調しなくてはならない｡無秩序という言葉はたくさん使われている｡例えばフョードル

の家族では､夫婦の間に「最も無秩序な生活」があり、「父親は酔っ払った限度をわきまえ

ない酔っ払いであり､決して何についても限度をわきまえなかった｡」とある。ドミートリ

ーでは､「少年時代と青年時代が無秩序に流れた。」とある。ドミートリーは決して無秩序

を会いさなかったが、「秩序は俺にはない｡より高い秩序もない。」と告白している｡ラキー

チンは彼のことをこう特徴付けている｡「無秩序に沈んだロシアの産物」だと。実際､ドミ

ートリーの中には、他の人物たちよりも無秩序が多い｡しかし、スメルジャコフの態度には、

彼の望みの無秩序と非論理について言われている｡イワンは、「すべては､反対に無秩序で呪

われていて､恐らくは悪魔のような混沌であり、」また「世界はナンセンスの上に立ってい

て」「もし地獄なら､いったいなんて調和なんだ」と疑っている｡イワンは宇宙的な規模を無

秩序とカオスに当てはめていて､ドストエフスキーによれば､彼はそのことを誤解している｡

もう 1 つは､例えばカテリーナ･イワーノブナと兄弟たちとの関係が挙げられる｡ここでは、

すべてが曖昧で混乱しているのである｡ 
 コーリャは無秩序や反抗や、無法にまで至らなかったけれど、混乱は子供たちの間にま

である｡若いリーザは言っている｡私は無秩序になって欲しい｡どこにも何も残らないでい

て欲しい｡ 
 実際､混沌や、無秩序や、ソドムや､混乱や、深淵といった言葉などにしばしば出くわす｡

カラマーゾフの兄弟の中の混沌について言ってみると､父親殺しの可能性も含めた社会や

家族での生活のレベルの中での詩的な混沌と、例えば､秩序の可能性を信じないことの結果

として世界の調和と秩序を意識的に拒否した結果の混沌とを分けている｡ドミートリーは

現実にはとても混沌の状態にあったが､しかしそれと同時に無秩序を愛してはいなかった

し､決してカラマーゾフの地上的な力とは結びつかない民族的な土壌と、特に母なる大地の

結びつきによる世界と人間の救済に望みをかけていた｡一方イワンは世界の体制の正当性

を信じていなかったし､意識的に世界の調和を否定して､神に切符を返していた｡より近い

レベルで､理論なしでフョードルは世界の調和を否定している｡「放蕩の中で最後まで暮ら

したいんだ｡放蕩は心地よいよ｡お前の天国の中は嫌だね｡」彼はアリョーシャに言っている｡

小規模で調和の否定は上述したリーザのヒステリーの中で発せられた言葉の中にも響いて

いる｡ 
 大体において､ドストエフスキーの登場人物は簡単にヒステリックやエクスタシーにお
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ちいり、様々な神経の現象に降伏し､自分自身との矛盾に陥る｡この矛盾は登場人物たちに

とってとても特徴的なもので､カラマーゾフの兄弟の登場人物も含まれていて、同様に混沌

と同時に様々な気分や感情や、心理学的な傾向の戦いの現象として、ついには人々の心の

中の善と悪として現われている｡極端な形では､これは女性の登場人物の形の中で現われて

いる｡グルーシェニカについて言えば､「彼女自身が何か戦いの中にいるようだった。」リー

ザはサディスティックに空想にふけり､指の切られた十字架に掛けられた少年の姿を楽し

んでいたし､その前に､アリョーシャに、不幸な人々に対する仕事に携わりたいと申し出た

りしていた｡カテリーナ･イワーノブナはドミートリーを愛し､彼の救い主になるか､彼を破

滅させる人間になるかの間で揺れ動いている｡そして実際､自分の行動の中で彼女はそのポ

ジションを変えている｡イワンとの関係の中で､彼らはお互いに愛している二人の敵であり､

ホフラコーバは、彼らについてこう言っている｡「二人とも何のためか分からずに自分を滅

ぼしているのよ｡彼ら自身もそれを知っていて､そのうえ自分たちでそれを楽しんでいるの

よ｡」 
 イワンは「ドミートリーを愛していると同時に憎んでいる｡」フョードルは妻の死の後､

泣くと同時に笑った｡彼は憎たらしいと同時にセンチメンタルだった。スメルジャコフにつ

いて言うならば､「彼は恐らく放浪し､魂の救いを得る為にエルサレムに行くかもしれない

が､生まれた村を焼き払うかも知れない｡」ラキーチンはイワンの教会の裁判についての論

文をこう特徴付けている｡「ある観点からすれば認めないわけにはいかないが、他の点から

すれば言わざるをえない｡」特に､何よりもまずドミートリーとの関わりあいの中で彼自身

によって沢山のことが言われている｡「低劣さを愛してはいるが､不誠実ではない。」「私は

汚らわしいですが､それでもあなたを愛しているのです｡」「私は悪魔の後に続いていますが､

それでもやはりあなたを愛しているのです｡」「堕落していたが､善を愛してもいた｡」「私た

ちは獣です｡祈りたいわ｡私たちは良くも悪くもある｡」同様にグルーシェニカは彼に言って

いる｡「あなたは獣だけれども､でもあなたは気高い｡」同様に､「それは良くも悪くもある｡」

そしてドミートリーは矛盾の問題をまるで論理的にであるかのようにさえ論じている｡「憎

みながら愛することができるものだ｡」「美か、それは恐ろしい怖い物なんだ｡両岸が重なり

あうのさ。そこではすべての矛盾が同時に存在するんだ｡ある心ある高い知恵を持った人間

でさえ､マドンナの理想で始まり､ソドムの理想で終わったりするんだ。」ドミートリーは、

いくらかこう説明している｡「人間は広いよ｡広すぎるくらいだ｡」この広さはロシアの混沌

の前提として現われている｡ 
検事は裁判で言っている｡「広い､カラマーゾフ的な性格は様々な矛盾を混ぜ合わせ､同時

に二つの深淵を臨むことができる｡」この作品の中では、様々な恐ろしい矛盾についてや､

ナンセンスや混乱について等が言われている｡内面の戦いは､この偉大な作品の中で、外面

の戦いの優位に立っている｡そのほかにも、特に肯定的な､あるいは特に否定的な登場人物

が反対の自己の可能性を秘めている。先に述べられたように、アリョーシャでさえ何かの

際にこう言ってさえいる｡「僕自身カラマーゾフなんです｡僕は神をひょっとすると信じて
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はいません｡」このパラドックスな言葉は､カラマーゾフの兄弟の２巻で、革命家かあるい

は犯人になり､もちろん後悔する結果になるドストエフスキーの構想と一致する｡ 
ロシアのカオスとその克服の道の問題に関しては、矛盾した混乱した、ヒステリックで

でエキセントリックな登場人物たちのほかに、私なりに言うと､仮に言うならば、ドストエ

フスキーの作品の中での変人やペテン師やユロージヴィやパロディー化された全てのタイ

プについて注意を向けるべきだろう｡ゾシマ長老についてでさえ､ラキーチンはこう言って

いる｡「ユロージヴィのところではみんなこうなんだ。居酒屋に向って十字を切ったり､教

会に向って石を投げつけたりって具合にさ｡」カラマーゾフについて彼は同様にこう言って

いる｡「この中にこそ全てのカラマーゾフ的な問題が存在するんだよ｡好色者、けち、そし

てユロージヴィの中にさ。」フョードルは「古いタイプ」で「頭の悪い気違い」で、「年取

った道化」で、「ずるい頑固な道化」で、「憎たらしい道化」（しばしば彼はそう呼ばれてい

た｡）で、「下劣な道化」で、「道化として他のテーブルに走る」のだった。彼は「演技をす

るのが」好きで､「他の人を道化にして」、家族の揉め事に、何か道化の俳優の場面のため

に現われるのだった｡彼自身が自分に関してこう言っている｡「あなたは目の前に､道化を､

道化を見ているんだ､本当に!」、「私は生まれたときから根っからの道化です｡ユロージヴィ

だって同じことです｡」「道化です。そして道化として自己紹介します｡」彼は道化に関して､

自分の神がかりの中への参加を悪魔的な始まりである、敵意ある魂に許していた｡修道院で

の、家族の集まりでは、修道僧達に対して彼は無礼なアネクドートを話している｡キリスト

教の愛の理解をわざと曲解したのだった｡あるときは、神聖なる長老である、ゾシマ長老に

付き従いながら、自負心のためだけに、道化を演じるふりをしたりするのだった。そして

その後でわざとらしく振舞いつづけながら、彼らが小魚で神を買おうとしていると非難す

るのだった｡わざと、フョードルはまるで猿のようにミウーソフを侮辱し、まるである瞬間

彼の分身にでもなったみたいに、ミウーソフのせいで信仰を失ったふりをしたりするので

ある｡彼の二人目の妻は全く違ったふうに、ユロージヴィの特徴をつけられている｡大人し

い、意地悪くない、従順なクリクーシャであり、イコンの前でひざまずいてヒステリック

のように金切り声と叫び声とともに泣いていた。リザベータ･スメルジャーシチャヤも全然

違っていて、彼女は顔が完全に白痴のようで、町全体が、彼女をユロージヴィノように扱

っていたのだった｡ 
アリョーシャは、全ての点から言って、父親の反対に立っているが、しかし、ラキーチ

ンからは、父親譲りの好色者で、母親譲りのユロージヴィで、大人しい少年だと性格付け

られており、父親の意見だと、母親のクリクーシャに似ているが、しかし同時に病気や発

作もなく育ち、ある意味でリアリストでさえあり、作者によって、変わった、変人とも言

えるようなと、特徴付けられている｡そのことについては、若いときからまるでユロージヴ

ィのようで、大金が彼のところに落ちてきても、彼はあっさりとそれをあげてしまうだろ

うと描かれている｡つまり、彼の神がかりは無欲の中で描かれており、（同様に付け加えて

おきたいのが、未開の狂おしいはにかみと貞操である）この意味で彼の神がかりはフョー

 7



ドルの憎らしい道化性と好色さの反対に位置されているのである｡同様に指摘しておきた

いが、、不当にカテリーナ・イワーノブナは彼に言葉を投げかけている｡「小さなユロージ

ヴィ、それがあなたなのよ」 
彼は、全体的な意見では父親に似ているが、道化の性質も、神がかりの性質も、（付け加

えるならば道化の性質も）イワンの中には存在しない｡しかし道化の性質が、悪魔の描写の

中で流れ出ている。悪魔はは彼に狂気との敷居を見せて、まるで、イワンのある無意識の

特徴と、最も不快で愚かな感情を集中した彼の分身のようである｡ 
ある、社会的により低いレベルでの神がかりと道化性は、貧しい屈辱を受けたスネギリ

ョフ大尉によって現されている｡娘は彼を道化と呼んでいる｡彼は自分の会話を悪意のある

神がかり的なわざとらしい言葉遣いによって終えている｡彼の妻は単に気が違っていて、幼

児のような態度になっていて、実際、神がかりの特徴を持っている｡アリョーシャはこれら

の人々をこう性格付けている｡彼らの道化性は、長い間の虐げられた小心さによってその人

たちの前では面と向って本当のことを言えない人たちへの敵意ある皮肉のようだ｡（１４：

４８３）。 
ドミートリー･カラマーゾフは、全ての彼の行動の極端さにも関わらず、神がかりとは呼

ばれていない｡彼はそのまま直接的に、混沌の詩を表現している｡同様に高いレベルでスメ

ルジャコフにも彼の奇妙さや、高慢さや、人見知りとともにスメルジャコフの中にも持ち

込まれている｡同様に、リーザ･ホフラコーバや他の人たちに対してもである｡マクシーモフ

もある程度道化に近い。しつこい老人で、放浪している居候で、彼は周りの人たちを満足

させるためにわざと嘘をつくのである｡ 
ドストエフスキーの宗教的なモラルの問題を具体化したゾシマについて触れてみると、

彼はある時、連隊で決闘を拒否した時に、ユロージヴィだと見なされはしたが、神がかり

なところは彼には存在しない｡この点で、神と天使との交流を自負し、どこででも悪霊を見

る、疑いなくユロージヴィで苦行僧である、フェラポント神父はゾシマの反対に立ってい

る｡ 
登場人物たちの一連の神がかりさは、ユロージヴィの、ロシアの民族的なタイプと結び

ついているが、しかしドストエフスキーは笑いの逸脱のよりたくさんの様々な場面を描い

ている。笑いの逸脱は同時にいくらかロシアの混沌の描写と結びついていて、最も否定的

なものから、最も肯定的なものまでの、変化の扇を包み込んでいる｡ 
カラマーゾフの兄弟の中での、様々な混沌の現象について話すならば、思い起こさなけ

ればならないのは、行為の点では、兄弟たちや、父と子の間での愛の教唆王や父親殺しが

より高い現象として現われているということである｡その周りでは、基本的な行為が生じ、

登場人物たちの思想や性格の相互作用が形成されるのである｡ 
イメージのシステムに移ろう｡主な、カラマーゾフ的なもの（好色者や、金に汚い人、ユ

ロージヴィ）の代表者であり、一家の父であるフョードルから始めよう｡彼は様々な程度に、

様々な方法で自分の息子たちにその特性を伝えている｡フョードルは役に立たず、淫蕩で、
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頭が悪かったが、うまく儲けることは出来た｡彼の鞭は民族的であるが、しかしうまく儲け

ることや、恥知らずのけちになることはユダヤ人のもとで学んだ｡この矛盾は幾分かは彼の

非階級性を見せている｡実際には彼は地主であり、（つまりは貴族のように特徴付けられて

いる）しかし、最も小さなもので、自分の領地には住まずに少年時代は居候のように振る

舞い、そのあとは、ビジネスに取り掛かり、何よりもまず高利貸しになり、居酒屋を開い

た。つまりは最もよくないブルジョアの方法を選んだのである｡しかし彼の根本的な特徴は

放蕩と好色である（最も好色な人間だった）。彼はいかなるブスも認めなかった｡全ての女

性は、リザヴェータ・スメルジャーシチャヤも含めて彼にとっては魅力的であり、彼女を

強姦してスメルジャコフが世に現われたのだった｡好色は全ての他の感情の上に立ち、グル

ーシェニカに対する彼の振る舞いの中でも優位に立って、フョードルから好色を受け継い

だ息子のドミートリーとの間での愛の競争に至ったのである｡忘れてはならないのが、好色

さが人生愛の否定的な変形であり、この人生愛はある程度全ての彼の息子たちにも存在す

るのである｡（イワンですら、彼の若葉とともに）。ドミートリーの人生愛は自己中心的な

ものではなく、人生愛は神の世界に対する熱い愛と、大地に対する愛と合流するのである｡ 
われわれがよく知っているように、フョードルのもう 1 つの重要な点は悪い道化性であ

る｡その他にも彼は意地が悪く、時にはセンチメンタルさを現しうるが、人々に無関心であ

る｡彼の世界観の否定的な面はロシアに対する憎悪と無神論である｡それにも関わらず、疑

いないロシアの現象として、彼はこの作品の中で、外国の人であるミウーソフの反対に立

っている｡小説の最初の章で、彼は様々にミウーソフと対比され、相互に作用して、彼をか

らかい、ある程度まで彼を暴露し、過去は居候だった彼は、ある程度より罪のない居候で

あるマクシーモフや同様に、イワンの幻想の中で居候だったマクシーモフとは際立ってい

る｡意地汚い道化として、彼は罪のないユロージヴィ、つまり神から与えられたあるいは侮

辱からなる道化として反対に立っている｡フョードルは自分の子供たちに自分の道化の性

質を伝えてはいない。もう述べられたように、好色さが、彼とドミートリーとを結びつけ、

無神論と人間に対する無関心はスメルジャコフとイワンを結びつけるのである｡最後の 2 つ

の点で、既に述べられたようにフョードルはドミートリーの反対に置かれている｡カラマー

ゾフ的なものを理論的な平面に置き換える高度な主知主義がフョードルからイワンを区別

している｡フョードルの親としての感情の不在は、（多くの現代的な父親の一人だった）家

族の離散や家族の混沌を促進し、子供の感情の不在と調和しており、子供の感情が、憎悪

に置き換えられさえする｡ここではカラマーゾフ的なものがその代表人物であるフョード

ルに返って来ているのである｡子供たちは皆カラマーゾフ的なものに感染されているが、し

かし、様々な方法で、様々な段階である。他の人よりも感染されていないアリョーシャは

母の遺産を受け継いで、まるで、ゾシマ長老の魂の子供のようである｡ゾシマはアリョーシ

ャを息子と呼ぶことを愛したし、下書きの中でアリョーシャはゾシマを友達や父親と呼ん

でいる｡ある意味で、フョードルとゾシマ長老はお互いに、物理的な父親と、精神的な父親

という点で、反対に立っているのである｡ 
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イワンについて注意してみよう｡彼は外見的に他の人たちよりも混沌に触れておらず、長

いこと普通に、あたかも理知的に行動しているようである｡周りの大多数とは違って、彼は

理論化である｡彼の中には自然の若い人生愛が爆発している｡（彼の父は人生愛を年取って

死に至るまで持ってはいるが）。イワンは恐らく狂おしい、行儀の悪い、人生の渇望を認め

ている｡この点で、彼は幾分かカラマーゾフ的なのである｡生きていたい｡そしてもし理論に

逆らっても、私は生きる。私にとって、開いている若葉は大切だ｡青い空は大切だ｡ある人

は大切だ｡しかし、父親や兄とは違って、イワンはこの熱意の高まりを知恵や理論、知的な

論理や思想に従わせることが出来た｡実際、ラキーチンは、イワンにとって大切なのは、ド

ミートリーから、持参金とともに女性を横取りすることだと思っている｡しかし、アリョー

シャは、それが彼に話されたことについてこう反対している｡「彼の魂は嵐のようだ｡彼の

中では思想が大きすぎて未解決なんだ」。後にその後で、スメルジャコフが、もしフョード

ルのグルーシェニカとの結婚が行われず、フョードルが死んだとしたら、裕福な遺産の受

取がイワンを魅了するだろうといっている。しかし、イワンにとっては、思想は本当のと

ころ実際的な問題よりも重要なのである｡同時に、彼の土壌からの隔離も強調されている｡

「俺はヨーロッパの最も高価な墓に行ってみたい｡」ドミートリーのアメリカに対する憎悪

と比較していただきたい｡イワンが知的な登場人物であるということ。これが彼の特徴なの

である｡父親や兄のドミートリーとは違って、彼は居酒屋が好きではなかった｡それ以上に、

アリョーシャの言葉を繰り返してみたい｡「彼の魂は荒れている｡彼の知恵は囚われている｡

彼の思想は偉大で、解決されていない｡彼には 100 万の金は要らないが、思想を解決する必

要はある｡」彼は道化的ではないが、彼は知的な分野においてエキセントリックでパラドキ

シカルである。カラマーゾフ的なものの混沌は彼には押えようのない魂の形で現われる。

以下のように検事は裁判で表現し、その後で付け加えた。「あちらではハムレットだが、私

たちのところでは、まだカラマーゾフだ。」 
知的な空想に没頭して、イワンは自分の自然の人間愛を擁護してはいるものの、人々に

対して冷淡だったり、ドミートリーに冷たく接したり、秘密で父親を憎んだりしていて、

カテリーナ・イワーノブナに対する自分の熱情を押さえたりしている。イワンは父親とこ

れ以上ないほど仲良くなり、すべての子供の中でもっとも彼によく似ていたけど、父のフ

ョードルはこう言っている。「わしはイワンをドミートリーよりも恐れているんだ。」そし

て後になってこう言っている。「誰も愛していないイワンは我々の仲間じゃない。」この言

葉が、極度のエゴイストの口から出たと言うことは十分にパラドキシカルな事である。イ

ワン自身もこう言っている。「自分の隣人を愛するなんて理解できやしない。人を愛するた

めにはその人が隠れてなくちゃいけない。少しでも自分の顔を見せたら、愛は落ちてしま

う。」ドミートリーがもう少しで父親を殺しそうになったとき、イワンはこう言っている。

「毒蛇がもう一匹の毒蛇を食っているのさ。それが当然の報いだ。」すでに発狂してイワン

はこう叫んでいる。「誰が父親の死を望まなかったって言うんだ？」 
これらすべてにおいてイワンは否定論者であり、彼にはユークリッドの頭脳があると認
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めている。永遠の問題を解決しようと苦しみながら、彼は人生と調和に絶望している。「最

終的な結論として私はこの神の世界を受け入れない。そしてたとえ、神が存在すると知っ

ているにせよ、それを認めない。」何よりもまず、子供の不当な苦しみを引用してイワンは

こう表明している。「すべての世界の認識は、神に対する子供の涙に値しない。調和は涙に

値しない。調和はほしくない。人類に対する愛のためになんてのはごめんだ。」 
特に強調しなければならないのは、神の調和の否定のヒューマニズムな公式とは反対に、

ドストエフスキーの考えによると、絶対的ではないにしろ、イワンの神に対する不信仰が

基盤になっている。この不信仰は、おそらく主要な点の一つであり、イワンと父親を結合

させているものである。ある時イワンは信仰の混沌に対する矛盾を理解し、そのとき父親

に、「もし神秘を廃止したら、あなたが最初に強盗にあって、そしてその後廃止させられて

しまいますよ」と言われている。イワンとフョードルの近似性は、私たちがすでに見てき

たように長編の至る所で強調されている。イワンは父について言っている。「豚野郎だが、

考えていることは正しい。」そしてイワンの心理がある程度イデオロギーに対する態度に対

して副次的であるにせよ、彼がある種の実践家達より危険ではないというわけではない。

偶然にではなく、ラキーチンはイワンについてこう言っている。「すべての高潔さと無欲に

も関わらず、こういった人々は最も破滅的なんだ。」イワンの思想と彼の無意識との結びつ

きは、悪魔が見えるエピソードの中で現れており、それはユングによれば自分の姿の闇で

ある。つまりはイワンの分身なのである。「お前は、私自身の権化だ。」イワンは悪魔に言

っている。「最も下劣で愚かな私の思想と感情の一つにすぎないんだ。」悪魔の居候として

の特徴はフョードルについて思い起こさせる。調和に対する自らの憂愁と、調和の高潔な

感情を否定しなければならない事と反対に、混沌と、不当性の強化の可能性を指示する結

論に至ったのは偶然ではない。「すべては許される。」彼自身は父親殺しを行わなかったが、

しかしそれを邪魔せずに、最も大事なことは、もう一人の血のつながった兄弟であるスメ

ルジャコフにインスピレーションを与えたことである。悪魔と平行して、スメルジャコフ

はイワンの分身である。このことは同様にドストエフスキーによって強調されている。イ

ワンは彼の魂にはスメルジャコフがいたことを理解し、この人間を彼の魂は我慢できなか

った。後になって、父親殺しのスメルジャコフは彼に言っている。「あなたがころしたんだ、

あなたが主犯で、私はただの共犯者だ。」イワンはこのように、思想と行動としてスメルジ

ャコフと対照になっている。 
分身の他にも、イワンに対するちょっとした平行で、自由主義の神学生で、けちで、う

らやましがりやのラキーチンがアリョーシャの反対の人間として、彼の対照になっている。

ドミートリーは彼をこう特徴づけている。「軽蔑すべきベルナールで出世主義で、神を信じ

ていない、主教を騙している。」彼についてはこう言われている。「彼自身に関係あるもの

はすべて理解しているが、近くの人たちの感情や態度の理解は悪い。」ドストエフスキーの

よく知られたパトスはちょうどこのように結論している。気高い空想家であるイワンに、

低い、利己主義的な平面的、物質的な分身が現れることは偶然ではないと。 
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スメルジャコフは実際に召使グリゴーリーの義理の息子として現われる｡スメルジャコ

フのデモーニズムとグリゴーリーの視点から見た、早くになくなった彼の血のつながった

忌まわしい６本指の息子との間にシンボリックな結びつきはないだろうか？スメルジャコ

フの特徴は、大体において彼の法的ではない出生によって決められている｡ドストエフスキ

ーは、環境が押し殺すという姿勢には反対だったが（その代わり完全にネガティブに描か

れているラキーチンは似たようなモチーフである環境に食い殺されたという言葉を使って

いる｡）しかしそれにも関わらず、例えば、「未成年」や「罪と罰」の中で社会的な条件の

影響を認めている｡スメルジャコフ自身がこう言っている｡「父なしで、スメルジャーシチ

ャヤから生まれた…モスクワでお前呼ばわりされるのも私の運命なんですよ｡」これは幾分

か、幾分かに過ぎないが、なぜ彼が大変人見知りで黙っていて、高慢で､感謝の念もなく世

界を隅から見ているかということや､なぜ彼には果てしない自己愛や､そのうえ侮辱された

自己愛があるのか、なぜ彼のある願望に非論理性と無秩序があるのかということを説明し

ている｡括弧の中で思い出していただけるだろうが､イワンがアリョーシャとは違って子供

の時から他人の家族で育ったことやよくない父親を持っていることに苦しんでいた。スメ

ルジャコフはフョードルや幾部分ドミートリーにも当てはまるような放蕩まで至るような

人生愛も持っていなかったし､イワンやアリョーシャのような罪のない若さも持ってはい

なかった｡フョードルと違って彼は潔癖で外面的な綺麗さと几帳面さを愛していたし､ある

時期からは去勢派に似さえもした。原則的に彼は実行家ではなく観察者だった｡観察者につ

いて言われているのが､彼がいつもエルサレムに放浪や救いのために行き、おそらく自分の

生まれの村を焼き払ったりもする可能性をもっているという事である｡彼は、イワンが、派

露ディックなレベルでではあるが感情的ではなく論理的思考の傾向をもっていたことに対

して、思索家ではなく観察者だった｡スメルジャコフの論理的決議論の例としてあげられる

のが、イスラム教を受け入れることに同意する囚人の無実についてや、信仰の力で山を動

かせるということに対する不可能性についての思考である｡ 
これらの思考はスメルジャコフにスメルジャコフをフョードルやイワンと結びつけてい

る少ない信仰を与えた。イワンやフョードルと同様にスメルジャコフは土壌から離れてい

て､ロシアを憎み､フランスがロシアを征服しなかったことを嘆いている｡「私は善ロシアを

憎んでいます｡もし、フランスが､あの時ロシアを征服していたら良かったのに｡賢い民族が

愚かな民族を征服するのだ｡ロシアの民衆は鞭で打たれなくてはいけない｡」したがって､フ

ョードルやイワンのように彼は誰も愛してはいなかった｡さらに加えて彼はサディストで、

いくぶんか動物に対する態度の中にも現われており、「彼は猫を絞首刑にして葬式を挙げる

のが好きだった｡」彼はフランスへの移住を夢見ていたが、しかしそこで何か仕事を始める

ためにはお金が必要で､全ては許されるというイワンの理論を受け入れ､彼に父親殺しの霊

感を与えたのである｡実行者であるスメルジャコフはいくぶんか理論家であるイワン･カラ

マーゾフのパロディーである。付け加えておきたいのが､兵士によるキリスト教の信仰の拒

否というスメルジャコフの思考が、イワンの大審問官の中での、大審問官のキリストの拒

 12



否と結びついているということである｡ 
 イワンは自分の分身であるスメルジャコフとともに､耳まで混沌の中に沈んではいるが､

そこから出ることの出来るドミートリーの反対に位置している｡これらの二人の兄弟は

色々に強調されている｡ 
ドミートリーはイワンと比べてみると全く無教養であり､二人とも同時に並んだならば

個性や特徴でこれほども明らかな対照はないだろうし、恐らくこれほど似ていない二人の

人間を考えつくことは不可能であろう｡彼らの対照は、あるゆがんだ形でではあるが､フョ

ードルによって強調されていて、その時フョードルはシラーのフランツ・モールとカール

として彼らを紹介している｡先ほどドミートリーを特徴付けるような多くの引用を用いた

ように、ドミートリーのイメージがロシアのカオスへ沈み､そしてそこから抜け出し､救済

され､浄化されていくことがより完全に描かれている｡イワンとは違って､ドミートリーは

理性主義とは程遠く、直接的な性格を示している｡彼は思慮が浅く､荒々しく、熱っぽく､押

さえが利かない。彼の青年時代は、我々が知っているように無秩序に流れ､彼は恐ろしい飲

んだくれだった。ドミートリー自身､こう告白している｡「俺はカラマーゾフで､もし深淵に

飛び込むとしたらまっさかさまに飛び込むよ｡それが俺にとっては美しいんだ｡」「放蕩を愛

していて､放蕩の恥を愛している｡残酷さを愛している｡なんで、俺が南京虫ではないだろう

か?虫けらではないだろうか？なんてったって、カラマーゾフだものな。」「今は酒宴と狼藉

だ｡」ドミートリーは他の息子たちより父から好色を受け継いでいる｡しかし、第一に彼の

好色はけちとは結びついてはいない｡（「俺にとって金なんて魂の熱で、家具だ」）。第二に､

彼の人生愛はより広い（「俺は生きたい。俺は人生を愛している｡」「なんて程の存在したい

という渇望｡」）。また、神の世界に対してや、大地に対してや、土壌に対してや、ロシアの

神に対しての愛を持ち、隣人に対する同情を持っている｡子供が泣いていることに対する彼

の反応は特徴的である｡これと､子供の涙に関する、子供の涙で世界の調和を買ってはいけ

ないというイワンのある種哲学的な話とを比べていただきたい｡カラマーゾフの兄弟の中

での子供のテーマを比べていただきたいのだ｡ 
我々が見てきたように､ドミートリーは自分の低劣さを認めている｡（全ての中で､私は最

も下劣な毒蛇だ｡）そして同時に更生し､新しくなって､苦しみたいという願いを描いている｡

（先の引用を見ていただきたい｡そこではドストエフスキーの登場人物の心の葛藤につい

て描かれている｡）ドミートリーは､人の深い屈辱や、屈辱からの救いのために大地との結

合をすることの不可欠さに関するシラーの詩を持ち出している｡ずっと、彼の「救いや､新

しく生まれ変わることに関する渇望」の話が進んでいる｡裁判で､彼はこう話している｡「弾

劾の苦しみや、私の全民衆の恥辱の苦しみを受け入れる。私は苦しみたいし､苦しみによっ

て浄化されるのだ｡」（１４：４５８）。イワンとは違って､彼は熱く神を信じているし､（神

と神の喜び万歳！）自分を最も罪深いと認めて、他の人のために､他の人に代ってすら苦し

む用意が出来ている｡彼はまさしく､神やゾシマ長老にとって愛される､悔いた罪人の象徴

なのである。 
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ドミートリーは父親を憎んでいた｡そのことについて後に残念がっているが､どうやら彼

は父親殺しに近かった｡（「ひょっとしたら殺さないかもしれないし､ひょっとしたら殺すか

もしれない」）。それほど強く､妬みはドミートリーを傷つけ､金がないことは彼を絶望させ

た｡しかし、彼の心には善がしまいこまれていて､彼が罪を犯す邪魔をした｡彼自身が､彼を

神と守護天使が救ったと考えている｡ドミートリーの性格描写は、彼が衝動的な、我慢でき

ない態度で哀れなスネギリョフ大尉に与えた侮辱も含めなければならない｡後になってア

リョーシャは、その侮辱を注ぐために不可欠な全てをしたのだった。 
最も若いカラマーゾフであるアリョーシャは､父親や二人の兄弟の反対に立っている｡も

う既に述べたように、血のつながった父に対して彼は反対に立っている｡幾分かはゾシマ長

老の魂の息子としてである｡イワンは、彼の完全に血のつながった兄弟だが､しかしイワン

はより多く父の遺伝を吸収しており､一方アリョーシャは母の遺伝を吸収している｡彼に対

するイワンの冷淡さはアリョーシャを当惑させた｡「アリョーシャに対する､愚かな手動層

に対する賢い無神論者からの軽蔑があったのかも知れない｡」その後で､実際は､イワンとア

リョーシャは「如何に信じるか」という永遠の問題に関する話のために、イワンのイニシ

アチヴによって近付き合いになるのである。ドミートリーはいつも自分のアリョーシャに

対する熱い愛について話していた｡父でさえ、静かな少年に対して愛で接していた｡アリョ

ーシャは自分の中にカラマーゾフを認めていたが､この意味で､最も低い段階にいることを

認めてもいたし、宗教的な懐疑を告白してもいる｡しかし､それでもやはり､かみのもとに召

されたゾシマの早い腐敗によって絶望し､いくらかは怒りを覚えたものの、大体において彼

は深い信心の人だったし､加えて幻想的、あるいは神秘的ではなかった。また心理的なエク

スタシーや病気もなかった｡作者は、ご存知の通り彼をリアリストと呼び､「リアリストの

中には、奇跡からの信仰ではなく､信仰からの奇跡が生まれていた」と強調している｡彼に

必要なのは奇跡ではなくて､単に最高の正当性だったのだ｡カラマーゾフ的な好色は､彼に

は最も小さな段階だった｡それは彼のもとでは､自然の､意識的な、高められた人生愛へと置

き換えられた｡ 
アリョーシャは人々を愛し､中でも特に子供を愛した｡（子供たちに直接影響を与える経

験をしたりもした｡）彼の愛の特徴は､いつでも行動的だった｡彼は､論理以前に皆が人生を

愛さなければいけないと考えていたし､そしてその時だけ人生の目的を受け入れるのだっ

た｡理性主義者のイワンと違って､彼は感情に従っていた。というのも、分別のある青年は、

絶えずあまりに穏健ではないからである。アリョーシャは､もちろん兄のドミートリーのよ

うにロシアを愛している。神秘主義や、対外的排国主義がアリョーシャを脅しつけている

と言う風に信じているのは間違っているが､彼が民衆的な起源に結びついているという点

で､検事は正しい｡好色な放蕩者で、金にけちなフョードルとは反対に、アリョーシャは度

を越えるほどの恥ずかしがりと、純真さ（スメルジャコフのドライな去勢派的なものは持

っていなかった｡）を持っていた｡そして同様に､完全な暢気さと､お金への態度を持ってい

た｡彼は誰のお金で暮らしているかということに関して心配していなかった｡もし、彼に突
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然大金が舞い込んできたとしても､彼はあっさりとそれを人にあげてしまうだろうとのこ

とだった｡それと同時に､アリョーシャは観察者ではなく､まだ、何をするか決まってなくて､

はっきりとはしていなかったが､行動家であった｡ 
アリョーシャは、作品のほかの登場人物の間で､仲裁者と調停者の役割を演じている｡父

と兄弟たちの間だけではなく､カテリーナ・イワーノブナとグルーシェニカ、ホフラコーバ

の間での態度でも､哀れなスネギリョフ大尉とその息子、息子と同級生である生徒たち等の

間でもそうである｡このことに関して､アリョーシャは人々のことをよく知っており､人々

の裁判官にはなろうとしなかった｡そして全ての人に対して大きな同情と行動的な思いや

りで接していた｡アリョーシャは､修道院へ､ゾシマ長老のもとにやってきたが､それはなぜ

なら彼にとって、「理想が､世間の憎しみの闇から､彼の魂の愛の光へと向ってもがいていた

からである。」アリョーシャは、父や兄弟たちの欠点を持ってはおらず､彼らの長所を統合

している｡彼はフョードルやドミートリーのように好色ではないし､フョードルやイワンの

ように無神論者ではないし､イワンのように人に対して冷淡な理性主義者ではないし､スメ

ルジャコフのようにドライでもない｡彼はドミートリーのように人生と神を愛しているし､

イワンのように苦悩の思想者の傾向もある。一方では､アリョーシャを罪人にして､（作ら

れなかったカラマーゾフの兄弟の２巻目で）、後悔が彼に訪れるというドストエフスキーの

構想が知られている｡話のついでだが､そのことと、ゾシマの手からなるもう死んでしまっ

たゾシマの兄とアリョーシャの比較が一致する｡ゾシマの兄は、善良な青年であったが､人

を馬鹿にしたような､また、人を怒らせるような性格が現われ､神を信じてはいなかった｡そ

の後で､結核を患い､完全に変貌して､人生は天国であるとか､皆は､お互いに仕えなくては

ならないと主張するようになり、神に帰依した｡しかし、カラマーゾフの兄弟の長編の枠の

中で､アリョーシャは未来の罪びととしての可能性はほとんど現われてはおらず、肯定的な

登場人物として自分を表している｡ドストエフスキーはある程度まで､偉大なる罪人の生涯

についてに関する自分の古い構想の重石があったが､しかしアリョーシャのイメージの中

には､より、神とアリョーシャとの結びつきを思い起こさせる「神の子アレクセイの生涯」

からの印象がより強く表されていた｡これらの全ての条件にも関わらず､アリョーシャはま

だ大変に若いので、未来の彼は様々な可能性を持っている。 
この点で、カラマーゾフの兄弟の中で､子供のテーマは注意を払う価値がある。生徒たち

の姿は、父のことで侮辱されたイリューシャが怒りに陥っているところから始まり､限度を

わきまえている子供たちのリーダーのコーリャが、笑いものになるのを恐れ､いくらかはラ

キーチンの影響で､自由主義的な無神論の立場に引き込まれて、自己愛や誇りの誇示のため

に多くのことをし、アリョーシャを神秘主義者と呼んだりするが､後によってアリョーシャ

によって高潔な影響を受けるのである｡若い頃というのは多くのことにおいて、リーザのよ

うな心理的な変動を生ずる｡私たちは先ほどの、リーザの不幸な人達の世話や､悪いことを

行い､無秩序と混沌を手に入れ､神を侮辱し､不幸になり､自分を破壊し､パイナップルのコ

ンポートを食べながら、磔にされたされる子供の姿をサディスティックに楽しむ（スメル
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ジャコフの動物に対する振る舞いを参照）悪魔的な楽しみを思い出しだことだろう｡リーザ

の反抗はイワンの反抗とある種の平行をなしていて、イワンがコンポートについての話を

聞いた時に、まるでリーザを誉めていたようだったのは驚くには当たらない｡アリョーシャ

はこのことについて述べている｡「彼自身が恐らくはパイナップルのコンポートを信じてい

るんです｡」リーザがイワンを自分の迫害者として選んだのも偶然ではない。 
他の女性の登場人物に移ろう｡小説がフョードルの最初と二人目の妻の対照から始まっ

たように、この点から始めよう｡アデラーイダ･イワーノブナは最初の妻である｡彼女は裕福

で有名な、ミウーソフの家系の生まれで、賢い女性の一人で、シェイクスピアのオフェリ

アに似たいという、その点で、気まぐれによってフョードルのもとに嫁いだのであり、そ

の行為は他の人の影響によってで、自分の夫をより知るようになって、貧しい師範学校出

の先生と駆け落ちしたのだった｡西洋的な教育を受けた、貴族のインテリの女性のタイプで

ある｡二人目の妻はソフィヤ・イワーノブナで、私たちが既に知っているように、身寄りの

ない孤児で、自分勝手な老婆のいけにえのクリクーシャだった｡ユロージヴィのようで、気

が狂ったように聖母マリアに祈るのである。言うまでもなく、庶民的でロシア的である。

しかし二人とも物語り以前の登場人物で、本筋には登場していない｡ 
 本筋では、グルーシェニカとカテリーナの姿が主な対象をなしていて、ある程度、ド

ミートリーを巡って、お互いに戦いをしている。彼女たちは二人とも先ほど言ったような

矛盾の中にいる｡小説での全ての登場人物と同じように（リーザとその母を参照）彼らは気

が変わりやすく、ヒステリックで悪魔的で、大きな怒りがあって（カテリーナ）、感情が高

ぶっている（グルーシェンカ）。しかし、これにもかかわらず、イワンとドミートリーに似

たような対立を作り出している。裁判で、公衆は、ライバルの振る舞いを、貴族的な、プ

ライドの高い女性と、遊女とのものだと受け取った。もちろん、ある時裕福な承認の妾に

なったり、ドミートリーやフョードルの希望になったりしてはいたが、遊女ではなかった。

しかし彼女たちの間の社会的な差異はは存在している。カテリーナには貴族的な縁故があ

り、グルーシェンカはどこかの司祭の娘で、彼女はいつだったかか、侮辱された哀れな孤

児になり、言うまでもなく庶民的な出身だった。また、過去に妾だっただけではなく、あ

る程度、儲け仕事にも手を出していて、この事でも、パラドックスではあるが、フョード

ルを思い起こさせる｡しかし、フョードルとは違って、彼女は金に執着しなかった｡カテリ

ーナは、美しい、誇り高い専制的な女性で、高慢な女性で、大学生で、危険を求めたり、

運命にチャレンジしたり、不正にチャレンジする女性で、イワンと近づきになった｡彼女は

イワンの事を苦しめてはいたが、実際に愛していた。しかし彼女はわざと、何かの演技か

らか、感情の発作からか、自分を騙し、まるで何かの感謝からでもあるかのように、ドミ

ートリーに対する偽りの自分の愛で、自分自身を傷つけていて、感謝によって、自分の人

生と運命をボロボロにしようとしていた｡ 
あるとき、彼女の父親の名誉を救済するためのドミートリーからの援助の申し出により、

カテリーナは善行を受けると同時に屈辱を受けて、カテリーナは愛と憎しみを同時に感じ、
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彼の救済者になるか、（彼の幸せのための道具になる。彼の神さまになる）それとも破滅さ

せる人間になるかの間で揺れている｡イワンへの愛のために、彼女は裁判でドミートリーを

裏切り、後になって、彼との面会の時に、一瞬よみがえった愛を感じるのである｡一瞬、嘘

が本当に変わるのである｡カテリーナ･イワーノブナとイワン･カラマーゾフの類似は、全て

の高邁さや、秩序や、礼儀正しさや高潔さにも関わらず、破滅的になりうるということで

ある｡イワンと同じく、彼女の中にも混沌の要素は少ない｡イワンが、人類に対する想像的

な愛に立脚しているのと同じく、（大審問官が本当は人々を愛していないのに、彼らを幸せ

にしようとしているのと同じである｡）カテリーナも、ある程度自己愛に基づく想像的な愛

からドミートリーを永遠に幸せにしようとしている｡ 
それとは別に、グルーシェニカは、幻想的な創造物の中で最も幻想的な存在であり、怒

りっぽく、感情が激しくて、移り気で、いくらかわがままで、彼女は自分の感情や、その

激発に従っていて、カテリーナ・イワーノブナを怒らせたり、かっとさせたりするのにひ

るまないのだ｡彼女を愛した父親と子供を誘惑したり、からかったりしてアリョーシャを飲

み込んでしまおうとすら考えたりするのである｡彼女の人生にはより多くの混沌が存在し

ていて、その意味で彼女はドミートリー・カラマーゾフに近い｡そして、最も重要なのは、

ドミートリーと同様に彼女が自分の事を最も悪い（私の心は愚かで、私はわがままです。

私は獣です｡私は低俗です｡私が悪いんです｡）と告白する覚悟があるが、しかし神を信じて

いて、祈りを望んでいるし、犠牲者で、苦悩者になりたがっているということである｡グル

ーシェニカの中には、ドミートリーの逮捕後に最初の魂の転換が生じて、グルーシェニカ

は苦労したり、大地を耕したりしたいと望んでいる｡彼女はロシアの美として描かれている

し、ドミートリーと同様に色々なふうにロシアの心を具現化している｡紛れもない以前の男

であるポーランド人との愛がだめになってしまったのも偶然ではない｡もちろん、カテリー

ナ・イワーノブナの叙述にあたって、いかなるロシア性についての記述もない｡ 
本質的に、カラマーゾフの兄弟には３つのカップルの姿が描かれている｡イワンとカテリ

ーナ（高潔な空想者）、ドミートリーとグルーシェニカ（罪人の民衆的な土壌で結ばれ、悔

いて、新しい人間として生まれ変わる可能性を秘めている｡）アリョーシャとリーザ（若さ

のためにまだ完成されていない｡特にリーザは）。 
カラマーゾフの兄弟の中での出来事の発展に移ろう｡小説の中で、語り手の言葉はとても

はっきりと分けられている｡率直な登場人物の言葉（特に、ドミートリーとイワン、ゾシマ

の歴史について）、争いの場面（例えば、修道院やその後でのフョードルとドミートリー、

カテリーナとグルーシェニカの間等での）、主役や脇役の登場人物の、長い会話：大審問官

の伝説や長老の訓戒などが孤立して存在する｡劇場的な要素については幾度となく指摘さ

れている｡物語の中での聖者伝の要素についてはベトロフスカヤの多くの指摘がある｡カラ

マーゾフの兄弟が推理小説に近いというよく知れた意見もあるが、それに同意するのはと

ても困難である｡というのも、主な事件である父親殺しは物語の最初に起こるのではなく、

沢山のページに当たって、ただその可能性に関するほのめかしがあるだけだからである｡ 
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全文である「作者から」では主にアリョーシャについて述べられていて、先に行くと彼

の自伝か、あるいは聖者伝があるような印象すら作り出されている｡しかし実際はアリョー

シャは登場人物の一人の役割を演じているだけである。しかし、間違い無く肯定的であり、

（実現しなかった第二巻目での構想に反して）皆を結合させ、和解させるのである｡「第一

章、ある家族の物語」は、「現在の私の物語以前の話」と呼ばれていて、実際にカラマーゾ

フの小説以前の話だけが述べられている｡家族の父の性格と彼の結婚、彼の妻たち－行動的

で、教養の高い知識人と、おとなしい、感情の激しい、信心深いユロージヴィのクリクー

シャ－の描写は、一番はっきりと描かれている。様々に家族の争いや子供たちの他の人の

下での養育や、彼らの様々な幼年時代の運命が強調され、ドミートリーの父とのお金を巡

る争いがほのめかされている｡そしてこれに関して「この状況が悲劇を生み出し、悲劇の描

写が、私の一番目の導入部分である小説のテーマとなり、言うなればその外面的な部分と

なっているのである」という予言的な意見がなされているのである｡私たちは大変早くから

ドミートリーが揉め事や、公的な訴訟を父に対して考えていたことを知るのである｡３人の

息子たちはほとんど同時にやってきて、彼らの父との出会いは後の出来事の発展の前提条

件として現われているのである｡ドミートリーの到着がお金に関する争いに関係している

のとはべつに、アリョーシャの到着は母の墓へ行き、修道院の見習い僧として参加するた

めであり、正反対の情熱を持っている｡仲裁者で和解者の様子で、金のために来たのではな

いイワンについて触れてみると、「とても運命的なこの到着は多くの結果の始まりとなるも

のであり、はっきりとしない事情のままであった｡」（１４：１６）ここには予言的なほの

めかしと、イワンの個性と意図との秘密性の強調がある。それは、ある程度ライトモチー

フの１つになるものである｡これは、金とグルーシェニカを巡って、父と争いをし、未来の

偽の殺人者となるドミートリーの姿を最初に述べようとする作者の構想と結びついている｡

その後になってようやくイワンの運命的役割が述べられるのである｡折りよく、地獄の現実

性と非現実性についてや、フックなどについてのフョードルとアリョーシャの会話がぼん

やりとイワンの問題をほのめかすのである｡第一章は修道院や長老についての話－カラマ

ーゾフの家族の反対に立っている極－と修道院での問題を解決するための家族の会合の見

通しで終わるのである｡ 
「第２章、場違いな会合」は、劇場性のある初めての場面である｡修道院と、特にゾシマ

長老－教会制度の、つまり秩序のある整頓と正しい判断の中心の高度な表現－が、ここで

お互いに争いあうカラマーゾフの家族によるロシアの混沌と、死んだ西洋の果実であるミ

ウーソフに対立している。ミウーソフとは何の関係もないのに、全てがカラマーゾフの周

りに集まっているのは特徴的である｡ゾシマ長老の、民衆とのコミュニケーションの描写は、

明らかに長老とカラマーゾフとミウーソフの会話と反対に位置している｡長老と民衆との

コミュニケーションの中ではゾシマの稀な人間愛と、慧眼が現されている（同時に平民出

の信心深い婦人が、信仰の少ない貴族である、自分を行動的な愛に従事させられないホフ

ラーコバ婦人と対照されている）。ミウーソフは好奇心から現われた西洋人で、聖職権主義
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の敵である。ゾシマと民衆との感動的な交流はフョードルから始まる様々なスキャンダル

と対照になっている｡スキャンダルの場面ではゾシマと対照にフョードルが、主要な登場人

物となっている｡彼は道化的な気取りや修道院の理念をパロディー化した話から始めて嵐

のようなスキャンダルで終わっていて、修道僧達に、聖人君子ぶっていると文句を言って

いる｡同時に彼はミウーソフをからかい、私たちの前で、もう先ほど述べた通りに、教会の

二人の敵の間の類似が明らかにされている｡それは、ロシアの混沌の無作法な代表者と、西

洋的なもったいぶった自由主義者とである。 
この、場違いな集まりの時に、修道僧達の間で、教会裁判に関するイワンの論文につい

ての話が登場する。大体において、イワンはここでは教会のテーマの流れで少し登場する

だけである。論文の中では、教会と国家の非両立性や、国家は教会にならなければならな

いことや、犯罪者は教会の前においてのみ完全に自分の罪を認めるということが言われて

いる｡イワンは、不死への信仰がなければ愛はないし、全ては許されるのだと語っている｡

何人かの修道層たちはイワンを自分の仲間だと見なしているが、しかし、慧眼なゾシマは

彼の不信仰を疑っているが、しかし「思想はあなたの心の中ではまだ決まっていない」と

思っている｡このように、ここでは読者の前に、イワンの理論の最初の輪郭が現われるのだ

が、しかしそれと同時に秘密は残される｡ラキーチンの「イワンはあなたに謎を掛けたのだ」

という言葉は偶然ではない｡（１４：７６） 
ドミートリーについて触れてみると、彼の父との確執が、ここで明らかに燃え上がって

いる｡ドミートリーは父を淫蕩な好色者で、低劣なコメディアンと呼んでいて、「何でこん

な人間が生きているんだ」（１４：６９）と叫んですらいる｡フョードルはとっさににこう

応えている｡「聞きましたか?父親殺しの話を。」これは未来の父親殺しの最初の暗示である｡

みんなが驚いたことに、ゾシマは地面に届くほどのお辞儀をしている｡あとで、ラキーチン

がこの動作を「刑事事件を嗅ぎ付けたんだな｡」と話している｡ほとんど同時にイライラし

たフョードルは、アリョーシャに修道院を出て行くように命令したし、ゾシマもまたアリ

ョーシャに、「世間での大きな修行」を命令したのだった。大体において、アリョーシャが

修道院から出てきたことは、小説の、本当の事件が始まる前兆である。 
第３章、好色者達は、基本的にカラマーゾフの家とその周りで起こる出来事について書

かれたものである｡フョードルとその召使の特徴描写から、作者は素早くエリザベータ・ス

メルジャーシチャヤからのスメルジャコフの出生についてや、成長したスメルジャコフと

ドミートリー・カラマーゾフとの場面話に移るのである｡イワンはこの間、以前どおりに闇

のままに残るのである｡ドミートリーの話はずっとイワンの話の先を行くが、２つの話は両

方総体として、事件の発達を表している｡ドミートリーの、父との争いが燃えている間も、

イワンはまるで秘密をしまいこんでいるかのようである｡ 
この章の重要な断片は、アリョーシャに対するドミートリーの告白である（「厚い心の告

白、詩に寄せて」「熱い心の告白、物語に寄せて」「熱い心の告白、まっさかさま」）。ドミ

ートリーは自分の双極性を認めていて、彼は悪魔の後をついていくと同時に神を愛してい
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て、自分の好色さを認めている。また、マドンナの理想とソドムの理想を含み、美と深淵

への落下を含んだ広さを告白していて、シラーを引用し、母なる大地との結合を含んだ（ド

ストエフスキーの好きな思想だった。）落ち込んだ人間が堕落から這い上がることを空想し

ている｡続いて、彼は物語について話している｡いかに若いカテリーナを、彼女の父の名誉

の救済のために、お金のことで彼のもとに来させたかということや、彼の発言では「自分

の善行を愛しているのであって自分を愛しているのではない」カテリーナとの婚約のこと

や、カテリーナに惚れ込んだイワンのことや、自分のグルーシェニカに対する思いがけな

い恋のことや、グルーシェニカを呼び、彼女のために３０００ルーブルを保存している父

親との競争のことについてである｡ドミートリーは今では父を見張っていて、父を殺そうと

いう考えを認めている｡「もしかしたら殺さないし、ひょっとしたら殺す。」ここではドミ

ートリーによる父親殺しの新しい暗示と、それと同時にある曖昧さがある。緊張は、こう

いった形で高められていくのだ｡ 
次に、ドミートリーのテーマは一時的にスメルジャコフのテーマに置き換えられる｡（つ

まり、未来の偽の殺人者と、本当の殺人者の人物描写が並んで配置されるのである｡）私達

はスメルジャコフの人嫌いや沈黙や、高慢さや、潔癖さや、去勢派との類似や、観察者の

点などを知るようになる｡次に、頑固で信心深いグリゴリーとスメルジャコフの、イスラム

教を受け入れなけばならなかった話と、このことで罪が生じないという話と、いかなる信

仰でも、その場から動かしえないであろう山についての論争が続く。フョードルは彼をイ

エズス教徒や、決疑論者と呼ぶが、ここで大切なのは、スメルジャコフのずるい、しかし

ながら原始的な理性主義であり、それは後になってイワンの賢く専門的な理性主義と関連

しえないということはないのである｡これらの全ての場面は、もし比喩的に描くならば、後

に発言されたイワンの考えに対するある種の「前もったパロディー」である。しかしなが

ら、この段階でイワンは、恐らくスメルジャコフにある種の注意を向けている｡次に、フョ

ードルと息子達との、神の存在に関する質問の会話の中で、イワンが否定的な解答を与え

ている中で、アリョーシャはもちろん肯定的な答えを出している｡この時に、フョードルは、

イワンが彼を愛してなくて、彼を観察していると疑うのである｡これは全てがまだ秘密のま

まであるイワンに対する新しい疑いである｡すぐに、フョードルは告白している｡「俺はイ

ワンをあいつより恐れている｡」（１４：１３０）グルーシェニカを探しているドミートリ

ーが父の前に現われ、しかも現われただけではなくて父を痛めつけ、呪って、彼と絶縁し

たにも関わらずである｡イワンの有名な答えも興味深い｡「一匹の毒蛇がもう一匹の毒蛇を

食らうだけさ｡二人ともそれが当然の結末なのさ｡」（１４：１２９）イワンとドミートリー

は、ずっとある種の対照として、ちらちらと出てくる。そのうえ、イワンが、先に述べた

ように長いこと秘密のままであるのに対してこの時ドミートリーは父親を殺しかけ、その

事に反省していない｡イワンはこのとき、軽蔑している父親の血を、イワンが流す可能性が

あるとアリョーシャが考えているのではないかと疑い、父を守る約束をしている｡ 
「二人一緒に」の場面ではイワンとドミートリーが対照にされるのではなく、グルーシ
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ェニカとカテリーナが対照にされている。最も幻想的でいくらか柔和で子供の純真さと、

心を楽しませる瞳を持ったグルーシェニカは、支配的でプライドの高い、高慢な、頑固に

全ての事に反対して、ドミートリーの幸せを永遠に打ちたてようとしているグルーシェニ

カの反対に立っている｡グルーシェニカはカテリーナの嫉妬を和らげ、紛れもない以前の男

性の到着について話し、カテリーナの感動を呼び起こしたが、アリョーシャが席につくと、

自分の約束を反故にし、自分からカテリーナの唇にキスすることを拒否して、（「ひょっと

したらドミートリーが私の気に入るかもしれません」「私って変わりやすい女ですの」）自

分のライバルのすさまじい激怒を買っている｡ 
第三章と第一部は、ドミートリーがモスクワに送金するためにカテリーナから預かった

金の一部を使ってしまい、残りの半分をグルーシェニカとの計画を頭に入れて残している 
ことの告白と、アリョーシャがラブレターをリーザからもらうことで終わっている｡未成年

のリーザの、愛のヒステリックな弁証法はカテリーナの空想と、類似している｡ 
 第４章、病的な興奮は、修道院や、フョードルの家、生徒達の間でや、リーザやカテリ

ーナの病的な興奮のパノラマを描いている｡哀れなスネギリョフ大尉はドミートリーに侮

辱され、それが彼の小さな息子であるイリューシャのトラウマと犯行を引き起こしている｡

カラマーゾフの家族の中での悲惨な出来事は周りの惨劇に取り囲まれ、それに編みこまれ

ているようである。 
 修道院では、病気のゾシマ長老がユロージヴィのフェラポント神父の反対に据えられて

いる｡ゾシマは人生を愛し、最も絶望的な罪人の悔い改めや愛を教え、一人の農婦の息子が

シベリアから帰ってくることを鋭く予言している。（皆が彼を奇跡を行う聖者だと思いたが

っている）フェラポントはいたるところに悪魔がいる気がしている｡ 
フョードルは、アリョーシャとの会話の中で、あからさまに自分のエゴイズムや、好色や

欲深さ、息子のイワンに対する不信を認めている｡（「こっそりとあいつは俺を切り殺しは

しないだろうか、そのためにあいつはここにやってきたんじゃないのか。」）この発言は予

言的なある意味を持っている｡しかしながら、フョードルのアリョーシャに対する天国には

居たくないという発言は調和を否定するイワンの未来での発言を先取りしている｡また、違

ったレベルにはいるものの、父と子の間でのある種の類似を強調している。ここでは小説

で重要な役割を演じている子供のテーマが始まっている｡（イリューシェンカ、イワンの思

考の中での幼児の涙、ドミートリーの思考や夢の中で泣く童、リーザの空想の中で指を切

られた子供等）子供の苦しみのほかにも、少年時代や未成年の頃現われ、将来の方向性の

前触れとなる子供の思考や感情の形式はドストエフスキーの興味を引き、感動させた｡ 
 アリョーシャと生徒達との交流は、反抗するイリューシャのシーンから始まる。彼の父

であるスネギリョフ大尉はドミートリーによって侮辱されたのである｡石を投げつけあっ

ている小さな子供、これはある程度、あとで描かれるイワンやリーザの反抗を含む反抗や

病的な興奮の縮図である｡ 
ホフラコーバの場面では、ラブレターを返してもらおうとするリーザのヒステリックなわ
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がままが爆発している。それと並んで客間での興奮では、イワンに対する愛と、プライド

と結びついて作り出された病的に興奮したドミートリーに対する愛の間でのカテリーナの

空想が描かれている｡イワンは彼女に、モスクワへの出立を伝え、その目的の１つとして彼

女があまりにも意識的に彼を苦しめたといっている｡アリョーシャから彼女の病的な興奮

を暴露されて怒ったカテリーナは、彼を小さなユロージヴィと呼んでいる｡ 
 次にはより低い社会的な境遇が続く｡病的な興奮は、小屋の中や、奥底でや、ドミートリ

ーに侮辱された大尉の家族の中でや、一人で全てに対抗して父の側に立っているイリュー

シャによって表されている｡不幸に陥った、恐ろしく恥ずかしがり屋の貧しい人々の神がか

りがここでは支配的であることは先ほどすでに指摘した通りである｡アリョーシャは兄の

ことを謝り、状況を改善したかった｡大尉は、初めは提示されたお金に喜んでいた（無秩序

な、原始的な感動）が、後になって、怒りとともにしわくちゃにして投げ捨てる｡ 
 第５章、プロとコントラは、ついには主にイワンと結びつく｡しかしこの章は「病人の面

倒を見るように人の面倒を見よう」とか、「一緒にいよう」と決めたアリョーシャとリーザ

の牧歌的な出会いから始まる｡実際、アリョーシャは小さな少女であるリーザの外見の裏に

受難者の姿をみるのである｡アリョーシャはこう告白している｡「ぼくはカラマーゾフです｡

ぼくは神をひょっとすると信じてないかもしれません｡」この場面の牧歌的なトーンは次の

場面と対照にされている。アリョーシャの受難者のほのめかしと、一瞬の信仰懐疑の告白

はある程度イワンの告白と未来のリーザの告白を予知するものであり、それはお互いに関

連している｡長編全体に、このような象徴的な予知と波紋が詰め込まれているのである｡ 
 「アリョーシャの頭の中には時が経つにつれて起こることが準備されている避けられな

い恐ろしい悲劇に関する確信が育っていくのだった｡」という次の場面の最初のフレーズは、

この場面に対応している｡この場面では、スメルジャコフの私生児であることへの苛立ちや、

ロシアへの憎しみや、詩に対する理性的な軽蔑を聞くことができる｡「詩は低俗ですよ｡詩

はよくない｡」というのも、韻を踏んで話したりはしないからだった｡将来の本当の父親殺

しの告白が、アリョーシャとの居酒屋での出会いにおいて事実上霊感を与えたイワンの意

見の描写より先んじているのは偶然ではない｡この場面は、長編の知的なクライマックスで

ある｡イワンは、若い人生愛とは反対に、苦難者の上に成り立つ神の世界も、世界の調和も

認めないと告白している｡イワンは、アリョーシャをたぶらかすつもりはなく、それよりも

自分自身を治療したいと断ってはいるが、一瞬ではあるにせよ、イワンによって描かれた

子供達の苦しみの絵に耐えられず、子供を犬に食い殺させた将軍をどうすべきかという質

問に対して、こう答えている｡「銃殺にすべきだ｡」イワンは指摘している｡「ということは

お前の心の中にも小悪魔がいるわけだな。」このことに関して、リーザとの会話の中の自分

の信仰的懐疑についてのアリョーシャの告白を思い出そう｡次に続くのが、ご存知の通り、

終末論的伝説のジャンルである大審問官の伝説である｡この伝説は、ある種のジャンルの差

異を生み出している｡適当な聖者伝と信仰的な言い伝えを思い起こさせるゾシマの説教を

含めた、とても近くに配置されているゾシマに関する次の章も同様である｡このジャンル的
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な類似は偶然ではない｡なぜならゾシマに関する章はイワンに対する章の答えのようであ

り、ゾシマの説教は、大審問官の伝説に関する答えのようなものであるからだ｡ 
伝説では、キリストはユートピア思想家であり、主に魂の価値をすすめ、少数の人々を

真剣に熱中させる能力がある｡彼の反対に立っているのが、地上のパンを呼び起こし、奇跡

と秘密と権威を提示して人々を幸せにしようというカトリックのヒエラルヒーの代表者で

あるが、実際は、悪魔に魂を売って、人々を意識的に死と破壊に連れ去ろうとしている｡（１

４：２３８）ちらついている神、つまりキリストの殺人の可能性は、恐らくシンボリック

に父親殺しの全体のテーマと結びついている（実際はとても遠い）。イワンの胸に地獄が住

んでいることを観察したアリョーシャは自分の懐疑も忘れて、愕然とし、兄に言う｡「神が

ないこと｡それが彼らの秘密の全てですよ｡」（１４：２３８）「あなたはもしかするとフリ

ーメーソンかもしれませんね｡あなたは神を信じていない｡」（１４：２３９）。いまでは、

事件の準備が行為のあとに直接的に続くのである｡イワンは憂鬱と孤独を感じ、スメルジャ

コフを見た後で、「下僕のスメルジャコフが彼の心に住んでいること」を感じるのである｡

そして、スメルジャコフに対する嫌悪の感情にも関わらず、父とグルーシェニカの結婚が

イワンにとって不利益になるという考えや、スメルジャコフの癲癇の発作とドミートリー

の到着の予告や、チェルマシーニャ村へのイワンの出発の助言などをするのである｡父との

会話、チェルマシーニャ村仕事で行ってほしいとの依頼、イワンの出発の直前でのスメル

ジャコフの奇妙な振る舞い―これら全ては「以前の生活とは永遠におさらばだ」という意

識による感動を感じる代わりに、イワンの心にはっきりとしない心配を植え付けた｡イワン

は魂と心に哀愁と闇を感じている。「彼は突然我に帰った｡―俺は最低だ｡」（１４：２５５）

スメルジャコフはというと、癲癇の発作で倒れている｡ 
次に続く部分（第 6 章、ロシアの修道僧）は、ゾシマに捧げられていて、イワンの理論

に主な答えを与えている｡章は､ゾシマが、ドミートリーに行ったおじぎの意味を説明する

ところから始まる｡ゾシマは彼の苦難を前もって感じたのだった｡そしてアリョーシャ自身

には、多くの不幸と、それでもやはり、その苦難により幸福になるということをよこくし

たのだった。そのあとゾシマの自伝の断片が始まる｡このとき、長老自身の物語や、アリョ

ーシャにそっくりの彼の兄の物語、、そして、ゾシマの秘密の訪問者の物語と続いていく｡

全てが悔いと改めの話で、最初の出来事では、不信仰な人間、次では伝統的な将校のモラ

ルの枠組みで生きているが、しかし悟って、決闘を断った人間、３つ目の出来事では殺人

者が描かれている｡ゾシマの兄と秘密の訪問者はもうしんでいるが、悔いと改めはそのたび

ごとに喜びをもたらしている。ゾシマの説教では、心性がある程度科学や、理性主義の反

対に立っていて、金持ちに固有の孤独と魂の自殺が裁かれている｡神を担う民衆が称えられ

ており、動物―つまり罪のない存在への愛と、罪人への寛大さが唱えられている｡ 
第 3 部では、ドミートリーの逮捕までの物語が含まれている｡第 7 章ではアリョーシャに

ついて、第 8 章と 9 章では、ミーチャについて捧げられている。話はゾシマが死んで、彼

の体から死臭がした事のあとでの、アリョーシャの反抗が始まる｡一方、亡くなった聖人か
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らの奇跡を期待していた人々は大いに失望させられた｡アリョーシャは他の人たちと違っ

て、全ての愛が自分の魂の父に集中していて、最高の正当性のより高い破壊を伴なったゾ

シマに対する不条理さと和解することが出来なかった。「突然不平を言い始めたが、自分の

神を愛して信じていた｡」（１４：３０７）ラキーチンの激怒に対する答えとして彼はこう

言っている｡「僕は自分の神に対して反抗しているのじゃない｡その世界を認めないだけ

だ｡」ここでアリョーシャがイワンの言葉を言い換えているのは偶然ではない｡だからこそ

彼らの間での平行は強調されるのである｡しかし最も主要な違いは、イワンと違って愛がア

リョーシャを指導しているのである｡その原因としてはいくらか、ある程度の感情と思考の

無分別が挙げられている｡そのことは、極度の理性主義者であるイワンについては言う事が

出来ない｡「思慮深い青年は、常に危険すぎる思想を持っていたからだった。」腹を立てた

アリョーシャは、誘惑者を演ずるアリョーシャに従って、ソーセージを食べたり、ウォッ

カを飲んだり、彼女の中に邪悪な心を見つけることを期待してグルーシェニカを訪問した

りする準備が出来ていた｡彼女は実際にいつか以前に彼を飲み込んで破滅させたいと考え

てさえいた｡しかし邪悪な心の代りに彼は、愛のこもった真心のある姉を見つけたのであり、

今度は彼自身が、彼女によって高く価値づけられた哀れみを表している｡アリョーシャはす

ぐに自分の反抗を克服し、特にガリラヤのカナを聞いた後では感動して大地を抱きしめて

いる。「何か堅くて揺るがないものが、まるで天空のように彼の心に降りてきた｡彼は弱い

青年として大地に倒れ、一生涯を通じた確固たる闘志として立ち上がったのである」（１

４：３２８）。そしてその後、彼は最終的に修道院から世界へと出て行くのである｡話はド

ミートリー・カラマーゾフへと移るのである｡ 
彼、ドミートリー・カラマーゾフはグルーシェニカと一緒にロシアの果てで人生の復活

と革新を望んでいた。ドミートリーの話は、3000 ルーブルをカテリーナ・イワーノブナに

返すためと、グルーシェニカを略奪するための盗みの話へと移る｡彼は、その権利を自分の

想像していた遺産と交換するため、グルーシェニカの保護者である老いた商人のクジマ・

サムソーノフのもとへと赴く｡そしてその後で、この意地の悪い冷たい、象徴的な老人の底

意地の悪い言葉に従って、酔って罵っている時に見つけたリャーガヴィと名づけられた人

のもとへ行く｡その後ドミートリーはホフラコーバのもとでお金を調達しようとするが、し

かし彼女は、彼をどこかのファンタスティックな金鉱に送り込もうとする｡終には消えたグ

ルーシェニカの捜索の中で、彼は再び父の家で、彼を追い出していた家来のグリゴーリー

を傷つけてしまうのである｡グリゴーリーは彼の比喩的に描かれているように、フォードル

のいけにえの代わりとして描かれている｡父親を殺さなかったのは、神が彼を見張っていた

からだった｡この最も大事な瞬間のことを、後でもちろん理性的に裁判の代表者達は理性的

に考えてはいない｡この長編の最も重要なポイントはここに存在する｡それはすなわちそれ

はカオスに満ちたドミートリーが罪を持ってはいるが、しかし自分の心の中に神への愛と、

新しく生まれ変わり、新しい人間になることへの憧れを持っているということである｡一方

完全に健康で控えめな生活をしていても、しかし自分の知的な空想や無神論に突っ走って
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いるイワンは、実際に半分意識的に、実際にイワンの低められた分身であるスメルジャコ

フの殺人に霊感を与えたのである。 
次の場面は、グルーシェニカと取るに足らない、ずるい、高慢なポーランド人で、トラ

ンプでイカサマすらする、ある、まぎれもない以前の男との出会いの場面に続いてドミー

トリーが到着するところである。ポーランド人は、自分の利益のために彼女と結婚しよう

というのであった｡ドミートリーとポーランド人との対立の中では、明らかにロシア的と、

非ロシア的が明らかに対照になっている。広いロシア的な性質と、利己的なよそ者とであ

る｡ドミートリーの広い自然は、再び大きく、カテリーナから借りていた金の残りで浪費的

な大宴会を催させる。グルーシェニカは以前の男が鴨であり、ドミートリーが本当の鷹で

あると知るのである｡「私はあんたみたいな分別なしを愛しているのよ」（１４：３９１）。

そして最終的に自分の心をドミートリーに与え、同時に新しい生活に対する準備をし始め

るのである｡ドミートリーはグルーシェニカに会って、自分を掃除して、道を人に譲ルこと

を考えていたのだが、今では勝利を収めているのだった｡しかしこのとき彼は父親殺しの罪

で捕まるのである｡ここだけが推理小説のプロットの特徴として現われている｡ 
そしてその結果として、次に法的な規則や、わざとらしいいいがかりや有名な不正が発

揮されない裁判が描かれる｡しかし取調官が、そしてその後で判事がことさらに理性的に思

考するのである。なぜならそれは彼らが形式的で、その反理性的なしかし高邁な感情を理

解しないからである｡それがドミートリーの心に投げかけられて彼を犯罪から引きとめた

のである｡内部で生まれ変わり始めたグルーシェニカは自分を最も罪深いと認める覚悟が

出来ていた｡「私が最初で、私が主で、私が一番悪いんです｡」ここには自分の真の罪の告

白ばかりではなく、自分を誰よりも悪いとすることに関するキリシタンの喜びがある｡ドミ

ートリーもまた卑劣な行為をした人間であることを告白している｡それよりもさらに「殺し

たかったがしかし悪くはない」と言っている｡さらには、「殺したかったが、しかし悪くは

ない」とも言っている。そしてだからこそ彼は繰り返している｡「俺は誰よりも下劣な毒蛇

だ。しかし父の血に関しては無実だ」と。進行するドミートリーの魂の改心は哀れな人々

の夢にも現われていて、子供が泣いていて、それがドミートリーの心に感動を呼び起こす

のである｡彼は改心の痛みを受け入れるが、しかし浄化したいと望むのである｡ 
最後に長編の第 4 部が残る｡その敷居の上では、アリョーシャだけではなくドミートリー

やグルーシェニカがある魂や信仰の最適条件に行き着く。それは後になってイワンの態度

の緊張と鋭く対比されている｡ 
第 4 部の初めでは、緊張は落ち込む｡私達はアリョーシャを何よりもまず、子供達のまわ

りで見る｡アリョーシャは子供達をお互いに仲良くさせ、子供達を結びつけ、とりわけコー

リャ・クラソートキンを苦しんでいる病気のイリューシャと結びつけるのである｡彼のため

にコーリャはいなくなっ死んだと思われていた犬のジューチュカを探し出す。コーリャの

中には、未来の、イワンや、ラキーチンをすら育ててきた素質を見ることができる｡アリョ

ーシャは彼を慎重に育てるが、中でも彼に大尉の道化性を説明したりする｡あまり大きくな
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い場面でグルーシェニカが描かれている｡1 つの点からみれば、魂の転換を体験し、それに

対して喜びを持っているのだが（グルーシェニカとドミートリーの喜びは特に、義務的な

人生愛とは分離できない。）、もう一方から見てみると、カテリーナのことで、ドミートリ

ーに嫉妬を感じている｡それと同時にドミートリーは、グルーシェニカが時々物質的な施し

を与えている以前の男に対して嫉妬している｡しかし魂の生まれ変わりはそれでもやはり

これらの思い違いを隠している｡ラキーチンのホフラコーバや、ペルホーチンについての悪

口について述べてみよう。しかしこれはもっぱら周辺的なエピソードであり、ラキーチン

の暴露がそれに続くのである｡後になって、ラキーチンはドミートリーの論文の作者の役割

を演じ、そこで彼はドストエフスキーによって憎まれていた思想を提出する｡それは、ドミ

ートリーは父親を殺したかもしれない｡なぜなら彼の生まれが悪いからと言うものである｡

このことによってラキーチンの無神論が強調されるのである｡ 
リーザとの次のエピソードは大変重要である｡そこでは彼女の反抗や彼女の告白、彼女に

は全てが不快であることや、家を焼きたいと言う彼女の願いや、苦悩者になりたいという

彼女の願いや、指の切られた子供を見ながらコンポートを食べたいという彼女の願いや、

無秩序や全ての破壊を望むと言うことが描かれている｡もう既に上に述べられていたよう

に、これらのマゾヒスティックでサディスティックなリーザの反抗は、違うレベルの話で

はもちろんあるが、イワン・カラマーゾフの反抗に対する追加・補足の話でもある｡彼は調

和を否定し、切符を神に返している｡一時的な性格と、リーザの反抗のより小さなスケール

は、もちろん彼女の若さと結びついている｡似通った類似やパラレルのこだまというものは、

ドストエフスキーのより重要な技法だった｡ 
ドミートリーは改心の態度をとるようになる｡「新しい人間が俺の中で蘇ったのだ｡しか

し、このような轟音がなければ、決して現われなかっただろう｡」「金鉱の中ででも人間の

心は見つけられる。」しかしそれでもなお（それがドストエフスキーの全てなのであり、彼

自身の作者の技法なのである｡）ドミートリーはラキーチンの影響下にあるのであり、ある

時は神の存在を疑いさえもした｡一方兄のイワンは、ドミートリーの他所の国であるアメリ

カに対する憎しみにも関わらず、彼のために脱走の計画を立てもした。 
イワンは今では自分の罪の意識に苦しみ、この態度の点で、彼はドミートリーに反対し

ている｡アリョーシャが、イワンが自分を罰しようとしていると言うことを述べ、イワンの

もとへやってきて、全生涯にかけて、あなたのせいではないと言ったところ、（あなたが父

を殺したわけではないということが含まれている。）イワンは弟と絶交した｡それから続く

のは３つの超緊張感のあるイワンとスメルジャコフとの出会いであり、そこから明らかに

なってくるのが殺人と盗み（封筒から 3000 ルーブルの）がスメルジャコフの仕業であり、

彼に霊感を与えたのがイワンだと言うことだった｡スメルジャコフは、イワンの秘密の願い

が、誰かが父親を殺してくれることだと証明し、イワンの全ては許されるという思想が、

スメルジャコフの犯罪にとって、知性的道徳的な土台となっていたのだった｡そこで彼はイ

ワンに金を渡し、その後で首をつってしまう｡もうスメルジャコフの人生に関して、イワン

 26



は裁判で悔いる決心をしている｡彼には譫妄症と幻覚が現われ、その中で彼の分身である悪

魔（実際の分身であるスメルジャコフと違って頭脳的である｡）が彼に現われた。これは、

長編の中で最も頂点の場面の 1 つである｡悪魔はイワンのお気に入りのうるさい思考を繰り

返す｡そして彼の口から発せられた言葉は苦しみながらパロディックに響くのである｡特徴

的なのは悪魔の姿がぱっとしないふうに描かれていて、彼が居候と呼ばれているのも偶然

の事ではない｡彼の道化が間違い無く、死んだフョードル・カラマーゾフの居候の点と道化

性について思い起こさせる。後者については、場違いな会合で言われているが、馬鹿な悪

魔が彼を連れ去ったことは勿論比喩的である｡フョードルはこのときこう言っている｡「汚

れた魂が俺の中にはあるんだ。もっともそれは大きくはなくて、銃の穴ぐらいだがな。」（１

４：３９）総じて見るならば、「彼を神を信じていなかった｡しかしその真実が心に打ち勝

った｡全てはまだ屈服すまいとしていたけれども｡」悪魔は、彼にこう言っている｡「お前は

善行の記念碑を建てに行くだろうが、善行そのものは信じちゃいないんだ｡」 
次に、教会での仮定の記述が続く｡最初に良くない商人の証言がペテルブルグから来た有

名な弁護士の手腕で疑問視される｡アリョーシャとカテリーナとグルーシェニカは勿論良

い答えをする。しかしそこで（突然の悲劇）半ば狂ったイワンが自分の告白とともに現わ

れる。「父を殺したのはスメルジャコフで兄ではない｡私が彼に殺すように仕向けたんだ｡誰

が父の死を望まなかったって言うんだ？毒蛇が毒蛇を食らうだけさ｡…狂ってなんかいな

い｡俺が本当の犯人だ｡」目撃者として、彼は譫妄症の中で、「あくどい俗な悪魔」を呼んだ｡

そしてその時無我夢中のカテリーナ・イワーノブナはイワンに対する心配から証言をする。

彼女は、彼が父殺しの可能性について書いたドミートリーの手紙を見せる｡強調しておきた

いのは、ドストエフスキーは、イワンのように良い生まれで、知的な人間がドミートリー

より悪いのであって、良い生まれの、プライドのあるカーチャが、小悪魔のようなグルー

シェニカよりも罪深いのである｡カテリーナとグルーシェニカの対比は、彼らが知り合う最

初の場面から比較されていて、グルーシェニカのむらっけの罪のなさに対して、良い生ま

れであるカテリーナのお辞儀が比較されている｡ 
ドストエフスキーは裁判の場面を描き、その中で裁判長と判事が衝突していて、それに

対立しているのが、自分を信じている弁護士であり、その前にドミートリーの無罪を、少

なくとも、出席している婦人達に呼び起こした｡告訴人と判事の裁判での会話は本物のレア

リズムで書かれているが、しかし風刺ではない｡この個別の正確なコメントに関する全体的

な一面性は、先に述べたように、直線的な理性主義と、平凡な平和的な見解としてあらわ

されていて、作品の登場人物の奇抜な秘密の中で、終わりまで呼び飛ばすことを邪魔して

いる｡お決まりである、陪審員達の決定的な決断が存在している｡（百姓達が意地を通す。） 
エピローグにロシアでだけ自分を見たいというドミートリーの救出作戦が動き出す。一

瞬だけ、若いと愛の再燃がドミートリーとカテリーナの間で起こる。最後の場面はイリュ

ーシャの葬式で、そこでは生徒達がアリョーシャの指導の中で、愛に結合するのである｡「永

遠に、生涯手と手を取り合いましょう｡カラマーゾフ、万歳！」 
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では、もう一度強調しておきたいのが出来事の発展であり、登場人物たちのパノラマの

全ての広さに関して、そして彼らの相互作用に関して、父親殺しのテーマが周囲に展開さ

れていて、出来事の動きの中で、2 つの主な動きが生じていて、1 つはドミートリーとつな

がっており、もう 1 つがイワンとつながっている｡最初の流れは早くから展開されている。

イワンは長いこと周りに対してある秘密を隠し持っていたし、フョードルとドミートリー

のテーマが十分に利用されると、舞台にイワンが現われ、ドミートリーがもう新しい人生

の覚悟が出来た時にはイワンの立場は解明され、彼のドラマが始まり、彼の父親殺しとそ

の結果の態度が表されるのである｡苦しみに対するドミートリーの喜びの準備はイワンの

破綻や発狂と対比されている｡例外的な役割があることもそれと一緒に確信している。それ

を、1 つの観点から言えば、出来事のほのめかしと先取り、あるいはその反対にそのこだま

が演じていて、もう 1 つの観点から言えばあらん限りの、もっとも思いがけない登場人物

たちの態度と思考の類似と平行が演じている｡例えば、様々な反抗のように。出来事の本当

の動きは、裁判での嘘の理性主義的な解釈と比較されている｡ 
カラマーゾフの兄弟の中のプロットでは、外面の筋が独立していて、ある種のプロット

の、言うなれば推理小説的な殻―カラマーゾフの家族の争いや、兄弟達や父とこの間での

競争や、最高潮としては、父親殺しや、罪人探しである。この外面的な筋は、哲学的・心

理学的な内面的な筋、その中では神の自然を拒む知性的な想像家が感情的で感情家である

実行者である罪人に対比されていて、彼らは謙遜や、改心や、後悔の能力を持ち、他人の

ために苦しむ覚悟すら持っているのである｡パラドックスはこういうところにある｡つまり

それは父親殺しにおいて知性に罪があり、実行に罪がないということであり、また、副次

的な 4 人目の息子が最初の実行的な分身として現われているということである｡この 2 つの

筋の原型的な根幹は完全に異なっている｡外面的な筋は風刺小説に起源を持っているが、内

面的な筋はいくらかファウストのいくらかハムレットの動機を持ち、あるいはいくらか信

仰の不足に対して有罪をとされているタイプをモデルにしているともいえる｡2 つのタイプ

の類似はある程度ロマンチズムの文学の中で先取りされている｡次に強調しておきたいの

は筋と哲学のコンセプトを展開しながら、ドストエフスキーが十分に説得力のある暴露さ

れた知性の集まりを創り上げたことである｡無神論は対話的な多声性の結果だというだけ

ではない｡しかしだからこそ、ドストエフスキーは自分自身のためらいの中でイワンから遠

くはなかったのである｡しかしながら最終的にはドストエフスキーのコンセプトは十分に

安定し、根付いている｡ 
 
Достоевский в свете исторической поэтики, Как сделаны "Братья Карамазовы". Е.М. 
Мелетинский. Москва Российский гос. гуманитарный ун-т. 1996. 
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